熊本保健科学大学学生の喫煙実態調査 by 三村 孝俊 et al.
Ⅰ．緒　　言
　喫煙の有害性が次々と明らかになってきた今日，
社会全体が脱タバコに向けて動き出し，医療機関は
もとより多くの大学が敷地内全面禁煙を達成，もし
くは達成に向けて動き出している。保健医療を担う
人材を育成する熊本保健科学大学（以下「本学」）
が，最大の健康リスクである喫煙対策に取り組み，
敷地内全面禁煙化をめざす事は当然である。そして，
ただ単に喫煙者だけの問題としてではなく，脱タバ
コ社会に向けてリーダーシップを発揮できる人材を
育成しなければならない。
　本学では，平成１９年度末大学運営協議会において
２０１０年４月１日より敷地内全面禁煙を実施する事が
決定された。そして，運営協議会決定の実現に向け
て，全学の取り組みを推進することを目的として，
平成２０年度に禁煙プロジェクトチーム（以下
「PT」）が編成された。
　平成２０年３月現在，本学における喫煙はキャンパ
ス内に４箇所の「喫煙所」が指定されており，それ
以外は敷地内では喫煙はできず，さらに段階的に喫
煙所を削減して敷地内全面禁煙へ移行することに
なっている。しかし，上述決定は，単に強権的に実
行すれば済むというものではなく，喫煙者の禁煙サ
ポート等の支援策および喫煙問題の啓蒙が必要であ
る。PTのキックオフミーティングにおいてはその
目標遂行に種々のプログラムが挙げられた。今回，
著者らはPTの活動支援として本学の「たばこに関
する意識等の実態」を知ることが具体的な行動目標
につながると考え，本学学生を対象としてアンケー
ト調査を行った。
Ⅱ．研究方法
　２００５年に熊本県看護協会より「熊本県看護学生と
たばこ実態調査報告書」が発表されている。今回，
調査を行なうにあたり，協会のデータとの比較を念
頭において，アンケートをそのまま使用した。アン
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　熊本保健科学大学では２０１０年より「敷地内全面禁煙」を実行することを決定し，目標実現のた
めに平成２０年度にプロジェクトチームが発足している。その行動支援として現在の状況を把握す
ることが重要であると考え，学生の喫煙に対する実態調査を行なった。調査の内容は　［１］回
答者の属性，［２］喫煙の状況，［３］喫煙経験と今後の禁煙意向，［４］たばこに対する態度，
［５］日本看護協会の「たばこ対策」の認知と賛同意向，の５項目に大別して行なった。その結
果，全学生の喫煙率は８．３％であった。また喫煙経験者のはじめての喫煙経験は１０〜１５歳と低年
齢から始まっているが大学に入学してからも喫煙を始める機会があり，大学での友人や周囲の影
響が大きいことが判明した。彼らは喫煙行動の理由として緊張の緩和や気分転換をあげており，
さらに酒席の機会も喫煙行動を促している。一方，喫煙者の禁煙に関する関心は低くない。禁煙
の理由として「健康」，「たばこ代」そして「医療従事者としての自覚」がある。喫煙による健康
被害として呼吸器や循環器疾患については認知されていた。そして，「たばこ」について知りた
い情報としては「受動喫煙による疾病」と「禁煙したい人への支援組織」が多かった。なお，非
喫煙者に「喫煙問題に対する対策について関心がない」という者が少なからずおり，禁煙プロ
ジェクトチームとしては無関心層の啓蒙，具体的な禁煙支援の情報を伝えていかなければならな
い。
キーワード：喫煙，喫煙経験，禁煙，禁煙プロジェクト
保健科学研究誌
Journal of Health Sciences No.６：１５－２２
ケートの内容に従い，調査内容は〔１〕回答者の属
性，〔２〕喫煙の状況，〔３〕喫煙経験と今後の禁煙
意向，〔４〕たばこに対する態度，〔５〕日本看護協
会の「たばこ対策」の認知と意向に大別し実施した。
　アンケートは，平成２０年の４月から８月にかけて
実施し，各学科学年別に収集した。アンケートを学
生に依頼するにあたっては，調査の目的，無記名回
答，そして回答は任意であることを説明した。また，
今回の調査については，あらかじめ本学倫理審査委
員会の許可を得て行なった。収集したアンケート回
答用紙は，OCRで読み込んだものをデータファイ
ルとしてMicrosoft　ExcelRで分析を行なった。
図中に示した回答数者数（N）は欠損値があるため
総計数にばらつきがある。
Ⅲ．結　　果
〔１〕回答者の属性
　表１の対象者属性にまとめたように，年齢層では，
全体として２０歳未満が若干多くなっている。性別で
は，男１に対し女２．４の比率である。なお，今回，
学部全体のうち一部（看護１，３年分）が未収集の
状態であるため，全学部１，０００人強に対し７７０人分の
データ分析となった。
　回答者が在籍する学科の内訳は，衛生技術学科
５２．７％，看護学科２６．１％，リハビリテーション学科
２１．２％の割合であった。
　大学において何らかの禁煙・分煙対策がとられて
いるかどうかについて，回答者全体では８１．８％が
「とられている」と回答し，５．７％が「特にとられて
いない」，１２．５％が「わからない」と回答した。
　同居家族に喫煙者がいるかについて，同居家族に
喫煙者が「いない」は全体の４８．４％で，「いる」は
２９．８％となった。
　喫煙経験は全体の８３．１％が「ない」と答えている。
「ある」と回答した者１６．０％の内訳を年齢層別で調
べた結果，２０歳未満では女性５．１％，男性２９．０％で
あり，２０歳以上では女性１２．３％，男性４２．４％を示し
た。男女を合わせると，喫煙経験は２０歳未満１２．１％，
２０歳以上は２１．０％である。さらに分析してみると，
喫煙経験のある者に対して現在の喫煙状況は喫煙経
験者のうち，「毎日吸っている」は２９．４％，「時々吸
う」が２４．４％であり，「現在は吸っていない」が
４６．２％となった。さらに２０歳未満と２０歳以上，男女
別に分析すると，「毎日吸っている」は２０歳未満で
は女性７．１％，男性２４．２％であり，２０歳以上では女
性１９．４％，男性４８．８％であった。「毎日吸っている」，
「時々吸っている」を合わせると，２０歳未満では女
性５０．０％，男性４８．４％であり，２０歳以上では女性
３５．５％，男性７３．２％であった。
〔２〕喫煙の状況
１　はじめて喫煙した年齢
　「今までにたばこを吸ったことがある」と回答し
た学生に，はじめて喫煙した年齢を聞いた。最も多
いのが「１０〜１５歳」で，次に「１９歳」である（図
１）。
　性別・年齢別に分けると，２０歳未満の女性喫煙者
では「１０〜１５歳」３３．３％，「１９歳」３３．３％が多く，
次に「１６歳」２０％であった。２０歳未満の男性喫煙者
では，「１０〜１５歳」４０％が最も多く，次に「１８歳」
２８．６％であり，男性は１８歳までに９割以上の者が喫
煙を経験していた。２０歳以上の喫煙者では，男女と
もに「１０〜１５歳」２４．４％および２７．６％が一番高い数
値であるがこの年齢に集中することはなく，広い年
齢層にわたっていた。そして２０歳未満の低年齢から
経験していた。
２　たばこを吸ったきっかけ
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表１　対象者属性
喫煙暦同居者の喫煙状況大学の喫煙・分煙対策状況
男/女年齢対象者数学科 非喫煙者元喫煙者現喫煙者独居者いないいる分からない　
とられて
いない　
とられて
いる　　
３３７（８４）２５（６）３８（９）８２（２０）１９４（４８）１２６（３１）５４（１３）２２（５）３２６（８１）１２８/２７４１９．７±１．４４０２衛生技術学科
１６６（８１）１９（９）１４（７）３８（１９）１０８（５３）　５７（２８）１５（　７）１２（６）１７６（８６）　２９/１７５２０．２±１．３２０４看護学科
１３７（８４）１１（７）１２（７）４８（２９）７　０（４３）　４６（２８）２７（１６）１０（６）１２７（７７）６７/９７１８．８±１．１１６４リハビリテーション学科
６４０（８３）５５（７）６４（８）１６８（２２）３７２（４８）２２９（３０）９６（１２）４４（６）６２９（８２）２２４/５４６１９．６±１．４７７０全学科
＊（）内は対象者数に対する比率を示す
　喫煙者に対し，たばこを吸ったきっかけを調べた。
「友人の影響」，「好奇心」，「同級生や先輩の影響」
の順で多かった（図２）。
３　喫煙行動
（１）どんなときにたばこを吸いたくなるか
　喫煙者を対象に，選択の割合を調べると「イライ
ラしたときに喫煙する」および「気分転換したいと
き」，「お酒を飲んだとき」，「食後」，「憂鬱や不安を
忘れたいとき」，「くつろいでいるとき」の順に多
かった（図３）。
（２）起床後最初の喫煙までの時間
　「起床後どれくらい経って喫煙するか」を聞いた。
喫煙者全体で「起床後５分以内」に最初のたばこを
吸うのは１２．５％であり，「１時間以内までに吸う」
は３７．５％であった（図４）。
　「毎日吸っている」と回答されたデータで分析す
ると「５分以内」が２２．９％，「１時間以内までに吸
う」は６２．９％であった。同様に「時々吸う」では
「５分以内」が０％，「１時間以内までに吸う」は
６．９％であった。ただし，「時々吸う」への回答では
無回答（欠損値）が多く参考データとしたい。
（３）喫煙せずに１日を過ごすことは難しいか
　たばこを全く吸わずに一日を過ごすことは難しい
かについては（図５）のとおりである。「毎日吸っ
ている」者だけで分析すると「とても難しい」，「難
しい」を合わせると７４．２％と高値である。しかし，
「時々吸う」者については「とても難しい」０％，
「難しい」１０．３％と低値である。
（４）１日の喫煙本数
　１日の喫煙本数を調べると，喫煙者全体では，
「１〜１０本」が７５．８％で一番多く，「１１〜２０本」
２２．６％，「２１〜３０本」１．６％という順となった。平均
は，一日あたり８．８本であった。
（５）喫煙する場所
　たばこを吸う場所について選択肢から複数で回答
を求めた。
　「大学所定の喫煙場所」が最も多く，次いで「自
宅の屋外」，「自宅の居室」であった（図６）。本学
では現在「指定場所以外喫煙禁止」となっている。
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図１　はじめてたばこを吸った年齢
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図２　たばこを吸ったきっかけ
（複数回答　N＝１２４）
図３　どんな時に吸いたいか
（N＝６２）
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図４　現在の喫煙状況（喫煙者）
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図５　現在の喫煙状況（喫煙者）
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〔３〕禁煙経験と今後の禁煙意向
１　禁煙の経験
（１）過去の禁煙経験
　今までに喫煙経験がある者について禁煙の試みに
ついて質問した。
　「禁煙に成功した」および「禁煙中」が半数であ
るが，「禁煙を試みたが成功しなかった」，「禁煙を
考えた事はあるがしなかった」，「禁煙を考えたこと
はない」で成功しなかった者も半数近くいた（図
７）。
　「毎日吸っている」に限定して図７の項目を分析
すると，４２．９％は「禁煙の試みを行ったが成功して
いない」と答えていた。また，「一度禁煙に成功し
ながら再度喫煙し始めた」が男子７．１％，女子
１４．３％であった。
　同様に「時々吸う」では，「禁煙を試みたが成功
しなかった」は１３．８％，「禁煙を考えたことはない」
２７．６％であり，「毎日吸っている」と回答した学生
より禁煙に関する関心が低いことを示した。
（２）禁煙を考えた理由
　「禁煙をした（しようとした）」，または「禁煙を
考えた事がある」と回答した学生に，禁煙を考えた
理由を複数回答で求めた。
　「健康に悪い」が最も多く，続いて「たばこ代が
かかる」，「他人に迷惑がかかる」，「やめられなくな
りそう」，「自分自身が医療保健者となるため」，「家
族や友人の勧め」の順を示した（図８）。
（３）禁煙への興味
　喫煙者に対して，「禁煙に興味があるか」に対し
て回答を求めた。「禁煙に興味がない」との回答は
全体で１４．５％，「関心がありすぐにでもしたい」と
の回答も１２．１％と低かった。２０歳未満と２０歳以上の
比較では，禁煙への興味に大きな差は見られなかっ
た。
〔４〕喫煙に対する態度
１　喫煙の健康への影響に関する知識
（１）能動喫煙の健康への影響に関する知識
　たばこを吸うことで影響を及ぼすと思う病気を挙
げて複数可で選択してもらい能動喫煙の健康への影
響に関する知識を調べた。選択率が高いのは，「肺
がん」，「妊娠への影響（胎児への影響）」，「肺気腫」
であった　（図９）。
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図６　たばこを吸う場所
（複数回答　N＝１０８）
図７　今までに禁煙しようとしたことがあるか
（N＝１２４）
図８　禁煙を考えた理由
（N＝９５）
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図９　たばこを吸うことで影響を及ぼすと思う病気
（複数回答　N＝７７０）
（２）受動喫煙の健康への影響に関する知識
　受動喫煙が影響を及ぼすと思う病気を挙げて複数
回答可で選択してもらい，受動喫煙の健康への影響
に関する知識を調べた。選択率が高いのは「肺が
ん」，「妊娠への影響（胎児への影響）」，「子どもの
喘息」であった。上位に関しては能動喫煙とほぼ同
じ内容となった（図１０）。
２　喫煙に対する態度
　喫煙の有無に関係なく喫煙により胎児や子どもあ
るいは自分の健康に何らかの影響があると９０％近く
の学生が指摘している。「女性の喫煙は好ましくな
い」については８３．８％が，「時と場所を選べば個人
の自由」では，７９．９％が肯定している。「保健医療
従事者の喫煙」に関しては，８２．２％が好ましくない
と答えている　（図１１）。
３　喫煙について知っている情報・喫煙についての
知りたい情報（複数回答可）
　知っている情報は「喫煙習慣がニコチン依存症で
ある事」が６８４人で最も多く，ついで「受動喫煙で
かかりやすくなる疾病」が５１８人，「能動喫煙でかか
りやすくなる疾病」が５０９人であった。（図１２）。喫
煙について知りたい情報については，「受動喫煙で
かかりやすくなる疾病」が最も多く３０７人で，つい
で「効果的な禁煙プログラムについて」２２１人，「禁
煙したい人への支援組織」が１７３人であった（図１２）。
４　過去にたばこ（喫煙）の教育を受けたことはあ
るか
　過去にたばこの害についての教育，情報について
は，殆ど（９４％）の者が何らかの教育を受けていた。
〔５〕日本看護協会の「たばこ対策」の認知と賛同
意向
看護学科のみの質問事項である。
　日本看護協会の「たばこ対策の取り組み」を知っ
ているは２８％，知らなかったは７２％であった。日本
看護協会の「たばこ対策」の取り組みについて，全
体の６４．３％が「賛同し協力したい」と回答している。
Ⅳ．考　　察
　熊本保健科学大学の学生の喫煙に関する実態調査
を行い，次の項目について分析考察した。
１　喫煙の状況
　喫煙率喫の定義を，看護協会の「全回答者に対す
る喫煙者［毎日吸っている］，［時々吸っている］の
合計が占める比率」に従うと今回の調査における喫
煙率は６４人，８．３％となった。
　はじめて喫煙した年齢は「１０〜１５歳」が最も多く，
興味本位もあるだろうが現在も常習的なものかは不
明である。次に多いのが男性では「１８歳」，女性で
は「１９歳」であり，法的には未成年で吸える年齢で
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図１０　受動喫煙で影響を受けると思う病気
（複数回答　N＝７７０）
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図１１　喫煙に対する肯定否定
（N＝７７０）
図１２　たばこについて知りたい情報および知ってい
る情報 （N＝７７０）
人
はないが大学に入ってから（中には予備校等）経験
したことになる。たばこを吸ったきっかけは「友人
の影響」，「好奇心」，「同級生や先輩の影響」という
結果から大学生活環境に大きく影響を受けているこ
とを示した。そして喫煙が低年齢層から開始されて
おり，特に本学在学中に喫煙開始の機会にならない
よう学生への禁煙の働きかけや情報提供が重要であ
る。「敷地内全面禁煙」の実行およびそれに至る継
続的な啓蒙による環境の変化が禁煙への第一歩にな
るのではないかと期待している。同居家族に喫煙者
が「いる」は全体の２９．８％であるが，一人暮らしの
学生が実家に帰れば同じ割合で家族の喫煙者が増え
ることが考えられる。厚生労働省の公表データによ
ると成人喫煙率は平成１８年の調査では，喫煙率は
２３．８％で，年々減少してきているが，男性の喫煙率
は３９．９％で，３０歳代が最も高く５３．３％である。
　一方，女性の喫煙率は１０．０％で，２０歳代が１７．９％，
３０歳代が１６．４％と若年層で高い値を示している。身
近にたばこがある環境の影響を除くうえでも（親）
社会人への禁煙指導も必要である。
　喫煙行動の引き金は，緊張の緩和，気分転換など，
そして酒席ではアルコールが入ることにより自制心
が緩み，周囲も喫煙を認めやすい状況になると考え
られる。また，大学内では吸えなくても学外に出れ
ば喫煙を容認される環境にある。特に大学関係のク
ラブ・サークルのような団体では，打ち上げなど酒
席の機会があるので頻繁に禁煙指導を行なうことも
重要と考えられる。
　本学の禁煙・分煙対策の周知に関しては殆どの学
生（８２％）が認識しており，禁煙及び受動喫煙防止
の取り組みは着実に浸透していることがうかがわれ
た。しかし，わずかではあるが対策を知らないとい
う学生も存在する（１２％）。PTでは広報の手段と
して，現在は分煙ポスターの掲示等を行なっている
が，さらに徹底せねばならない。喫煙しない学生は
「喫煙問題」に無関心の者もいると思われるが，こ
れから社会でのオピニオンリーダーとして関心を
持ってもらいたいと思う。
２　禁煙経験と今後の禁煙意向
　今までに喫煙経験がある者について禁煙に対する
関心は高い。その反面，禁煙に成功しても再度喫煙
している者がいることから，禁煙の困難さが窺われ
た。
　禁煙の理由として，「健康」，「たばこ代」，「他人
に迷惑がかかる」，「やめられなくなりそう」，「自分
自身が保健医療者となるため」と続いた。学生の本
分は勉学にあり，「たばこ代」に経費をさくのは問
題である。学生の経済力を考えると最近言われてい
る「たばこ代の値上げ」が禁煙に効果的であるかも
しれない。
　喫煙者の禁煙に対する意向を尋ねたところ，２０歳
未満における割合が高く，禁煙に向けた働きかけ次
第では，早期の禁煙開始へとつながる可能性がある。
特に「関心がありすぐにでもしたい」との回答は
１２．１％と低かったが，この群が禁煙に向けた働きか
けに対し，最も効果が期待される対象であると考え
られる。
３　喫煙に対する態度
　能動喫煙，受動喫煙の健康への影響に関する知識
を尋ねたところ，呼吸器や循環器疾患などについて
は６〜９割が知っているが，バージャー病，認知症，
糖尿病などの知識は少なかった。本学の教育のなか
で喫煙と疾患の関連を強調する工夫が必要と思われ
る。
　本調査より，喫煙は自分自身や子供及び胎児に対
して健康上問題があることは認識されている。しか
し，「時と場所を選べば」，「保健医療従事者であっ
ても」喫煙は自由であると７９．９％の学生が考えてい
る。喫煙の問題がマナーだけの問題ではないことを
認識させる必要があると思われた。喫煙・たばこに
ついて知りたい情報については，「受動喫煙の影響」
および「禁煙支援」が多かったが，関心がない者も
いた。PTとしてはこの点についても無関心層の啓
蒙と共に，具体的な禁煙支援の情報を伝えなければ
ならない。学生時に対策や情報を提供することで，
具体的な禁煙に向けた行動を起こさせることが将来
にわたる禁煙に結びつくのではないかと考える。
４　日本看護協会の「たばこ対策」の認知と賛同意
向
　看護学生についてだけの調査であるが，「日本看
護協会の「たばこ対策」の取り組みに「賛同し，協
力したい」と回答した学生は過半数を示した。反面，
そうでない学生が少なからずいるが，そのような学
生に対して積極的な取り組みへの参加を促していく
必要がある。
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Ⅴ．まとめ
　今回，本学学生を対象に喫煙状況を調査した結果，
喫煙率は８．３％となり，また他の項目も看護協会の
結果と多くの類似性が認められた。喫煙の経験年齢
は看護協会の調査と同じく１０〜１５歳が最も高く，大
学に入学してから喫煙を始める機会があること，お
よび喫煙経験の機会は大学の身近な人的環境が大き
く影響していることが本調査より示唆された。また，
たばこの有害性を知っているがそのことに関する関
心は薄く，喫煙と疾患の関連について充分な知識が
あるとは言えないことも判明した。このことから，
PT活動として，学生時代から喫煙に対する正確な
知識，禁煙に関する情報の提供を行い，意識の向上
を図る必要がある。また，学生を取り巻く環境へ禁
煙指導のアプローチをすることにより多くの学生が，
喫煙しない，あるいは禁煙できるよう，働きかける
必要がある。
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A Survey on Smoking Status of the Students in
Kumamoto Health Science University
　
Takatoshi MIMURA, Kaoru SHIMADA, Hirotaka TAKUSHIMA, 
Yoshiyasu YOZA, Toshitaka YAMAGA, Tohru TAKAHASHI, 
Tadashi OKAWARA ,Yoshie TANAKA
Summary
　　At Kumamoto Health Science University, it was decided to prohibit al the students and the staf from 
smoking in the campus from 2010, and the project team was organized for that purpose. In order to promote 
the stop-smoking program in Kumamoto Health Science University, actual smoking trend of the students 
was investigated. 
　　The research contents include : 1） responders attribute, 2） if they smoke or not, 3） their smoking 
experience, and if they wish to stop smoking, 4） their attitude to smoking, 5） their recognition of the stop-
smoking policy of the Japan Nursing Association.
　　The smoking rate of the students was 8.3%, and most of the smokers began smoking during the low age 
period from 10 to 15 years old. Some students, however, started  smoking after they had entered the 
university, which indicates that the smoking students were strongly influenced each other in the campus. It 
is slso revealed that the students smoke in order to soothe and relax themselves. At the same time, however, 
many smoking students are interested in quitting smoking in no smal way. The reason was for their health, 
money saving, and consciousness of medic. The respiratory ilnesses and the circulatory organs disease were 
recognized wel as a health hazard by smoking.  Many of the students felt the need to know more about 
“disease by the passive smoking” and “aid agency to the person who wants to stop smoking”. On the other 
hand, there are few students who were not interested in no-smoking project.  Therefore, the no-smoking 
project team of the university should make an efort to enlighten them and to provide information about 
supporting no-smoking.
